
まえがき＝道路橋に一般に用いられる床版として，経済
性や施工が比較的容易であることなどから，鉄筋コンク



f（＝床版厚）とそれに関係する打設重量Wと圧縮力 H

との関係を把握しておかねばならない。
　ここで，床版支間中央で発生する釣合いモーメント







　ここで，Reg：等価繰返し回数
　　　　　P0：基本荷重（180kN）
　　　　　Pi：載荷荷重
　　　　　ni：荷重 Pi の繰返し回数
　　　　　m：疲労設計曲線の傾きを表すための定数
　　　　　（m＝ 12.763 であるが，


